
修練坂、落ち葉の絨毯 踏みしめて その２

後期生徒会役員選挙・立会演説会 新リーダーが決定！
10月27日（金）、立会演説会に続いて選挙が行われ、生徒会の新しいリーダーが決まりました。い

ずれも信任投票とはなりましたが、責任者として応援演説をしてくれた３年生の力も借りながら、ど

のようにして生徒会を引っ張っていくか、盛り上げていくか、具体的に意気込みを聞かせてくれまし

た。なお、今回も大仙市選挙管理委員会より、実際に使われる投票箱をお借りして、選挙についての

学びも併せて行うことができました。新役員は次の通りです。

生徒会長 ○○○○
男子副会長 ○○ ○
女子副会長 ○○○○

11月８日（水）には生徒会役員認証

式も行われ、執行部員と各専門委員

長をリーダーとして、後期の生徒会

活動と委員会活動も始まりました。

地域貢献クリーンアップ活動 「海と日本プロジェクト」とタイアップ
11月２日（木）、クリーンアップ活動を行いました。新生徒会長が選挙の立会演説会で「地域に貢

献できる活動をしたい」ということを話していて、何かできることはないかと考えていた第一案がク

リーンアップ活動でした。コロナ禍の３年ほどは、主に学校周辺のクリーンアップ活動でしたが、今

回は地域に出て行きたいとの強い思いで、学校から和ピアまでと、まほろばこども園まで活動範囲を

広げてみました。熊騒動がなければもっと広い範囲でできたものと思いますが、安全に配慮して職員

が見届けできる範囲に絞って活動しました。

さらには、以前より連絡をいただいていたＡＫＴ秋田放送内に事務局を置く「海と日本プロジェク

ト」からもご支援をいただいて、ゴミ袋と軍手を提供していただきました。「海と日本プロジェクト」

は全国的な組織で、海を守ろうという大きな活動ですが、街のゴミが川から海に流れ着くので、海岸

のゴミ拾いだけでなく、山間部や街中のゴミ拾いも海を守る活動と考え、支援を続けているそうです。

今回は、協和地域への貢献活動という当初の思いでしたが、広く世界の海を守る活動にも繋がって

いると意識が変わって、より意欲的に活動することができました。

この後も、生徒会を中心に、積極的に地域貢献を考え実行していきます。

協和中学校備蓄分の緊急時保存食を配付しました
本日、災害等の緊急時保存食を配付しました。先日、協和支所の担当から連絡をいた

だき保存食の賞味期限が切れてしまうので、その前に有効活用してくださいとのことで

した。全校生徒に１食ずつ配付しましたので、何かの機会にご試食ください。さらには

保存食を使わなかったことを幸運なことと考え、万が一、避難が必要な災害が発生した

ときの備えや避難場所について、ご家族で確認する時間を設けてはいかがでしょうか。
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